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水道事業の業務状況

（令和２年３月３１日）

１ 事業の概況

令和２年３月３１日現在の水道事業の概況は、次のとおりです。

・給水人口 ３５３，４１１人

・給水戸数 １６０，７９４戸

・一日平均配水量 １０８，４０１㎥

・年間総配水量 ３９，６７４，６２５㎥

・有収水量 ３６，９９６，９６５㎥

・有収率 ９３．３％

また、水道水を市民の皆様に安定的に供給するために、令和元年度も老朽化

した施設の更新や改良を計画的に進めてまいりました。

具体的には、第三次浄水場整備事業として、施設の修繕や場内管路の耐震化

工事を実施しております。

令和元年度に実施した事業の主な内容は、次のとおりです。

（１）配水管路の新設改良事業

配水管更新事業 １１，５６６ｍ

配水管布設替事業 １，０６１ｍ

管網整備事業（布設） ３１６ｍ

配水補助管布設事業 ４８３ｍ

（２）第三次浄水場整備事業

仙波浄水場整備事業 場内管路耐震化その他工事

着水井・混和池修繕工事

霞ケ関第一浄水場整備事業 場内管路耐震化工事

霞ケ関第二浄水場整備事業 No.4配水池修繕工事

その他の主な業務の執行状況について、給水装置の新設工事件数として年

２，１０９件を予定していたところ、上半期６９６件、下半期６１９件、

計１，３１５件（６２．４％）を行いました。

２ 経理の状況（単位は千円、△は減、千円未満は四捨五入）

収益的収入支出につきましては、水道事業収益の予算額７，０５７，５６３

千円に対して、６，８８６，１６８千円の収入があり、水道事業費用の予算額

14



６，５５７，２２３千円に対して、６，３６１，７０２千円の支出があり、収

入支出差引５２４，４６６千円となりましたが、消費税及び地方消費税抜きの

損益ベースでは、３７７,８７８千円の純利益を計上しました。
資本的収入支出につきましては、資本的収入の予算額８２４,４３２千円に対
して、７８２,５７５千円の収入があり、資本的支出の予算額
２,７９７,８８７千円に対して、２,５６９,４８５千円の支出があり、収入支出
の差引１，７８６，９１０千円の不足を生じましたが、この不足額は、過年度

分損益勘定留保資金等で補填しました。

なお、令和元年度の予算の執行状況は、次のとおりです。

※千円未満を四捨五入したことにより、差額又は合計額が一致しない場合があります。

（１）収益的収入及び支出

収入

支出

（２）資本的収入及び支出

収入

科 目 予算現額Ａ 執行額Ｂ B―A 執行率％

営 業 収 益 6,643,147 6,424,855 △218,292 96.7
営業外収益 414,406 455,304 40,898 109.9
特 別 利 益 10 6,009 5,999 60,090.0

計 7,057,563 6,886,168 △171,395 97.6

科 目 予算現額Ａ 執行額Ｂ 翌年度繰越額Ｃ 不用額Ａ－Ｂ－Ｃ 執行率％

営 業 費 用 6,359,681 6,172,220 0 187,461 97.1
営業外費用 187,292 187,290 0 2 100.0
特 別 損 失 5,250 2,192 0 3,058 41.8
予 備 費 5,000 0 0 5,000 0.0

計 6,557,223 6,361,702 0 195,521 97.0

科 目 予算現額Ａ 執行額Ｂ Ｂ－Ａ 執行率％

企 業 債 600,000 600,000 0 100.0
他 会 計 負 担 金 53,184 52,724 △460 99.1
工 事 負 担 金 70,292 43,255 △27,037 61.5
水道施設加入金 100,956 84,231 △16,725 83.4
固定資産売却代金 0 2,365 2,365 皆増

計 824,432 782,575 △41,857 94.9
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支出

３ 企業債の概況（単位は千円、千円未満は四捨五入）

※千円未満を四捨五入したことにより、差額又は合計額が一致しない場合があります。

４ 令和２年度の経営方針及び予算の概要

水道事業は、給水開始から６０年以上経過していることから、浄水場や管路

等の老朽化に対応するための更新事業を実施するとともに、耐震化等の工事に

ついても併せて推進しています。

安全な水道水を安定的に供給するため、今後も計画的に事業を実施していき

ます。

なお、令和２年度の主な建設改良事業と予算額は、次のとおりです。

（１）配水管更新事業 １，８７０，４３１千円

（２）配水管布設替事業 ２８１，５９７千円

（３）原水浄水施設改良事業 １２６，８７４千円

（４）大字笠幡配水管改良事業 ９６，８００千円

（５）第三次浄水場整備事業 ９０，６９５千円

科 目 予算現額Ａ 執行額Ｂ 翌年度繰越額Ｃ 不用額Ａ－Ｂ－Ｃ 執行率％

建設改良費 2,155,573 1,932,172 161,391 62,010 89.6
企業債償還金 637,314 637,313 0 1 100.0
予 備 費 5,000 0 0 5,000 0.0
計 2,797,887 2,569,485 161,391 67,011 91.8

種 別 前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

企 業 債 7,194,625 600,000 637,313 7,157,313
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令和２年度の水道事業会計予算の概要は、次のとおりです。

（１）収益的収入及び支出

収 入

第１款 水道事業収益 ７，１１６，９７５千円

第１項 営業収益 ６，７０９，６１７千円

第２項 営業外収益 ４０７，３４１千円

第３項 特別利益 １７千円

支 出

第１款 水道事業費用 ６，５０６，３９６千円

第１項 営業費用 ６，３３１，６８７千円

第２項 営業外費用 １６４，３２７千円

第３項 特別損失 ５，３８２千円

第４項 予備費 ５，０００千円

（２）資本的収入及び支出

収 入

第１款 資本的収入 ９７３，７６７千円

第１項 企業債 ７００，０００千円

第２項 他会計負担金 ３５，９１７千円

第３項 工事負担金 １３０，０８７千円

第４項 水道施設加入金 １０７，７６２千円

第５項 固定資産売却代金 １千円

支 出

第１款 資本的支出 ３，４３４，５５６千円

第１項 建設改良費 ２，７７０，８５８千円

第２項 企業債償還金 ６５８，６９８千円

第３項 予備費 ５，０００千円

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 ２，４６０，７８９千円

不足する額を補填する財源の内訳

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 ２１４，０４６千円

減債積立金 ２００，０００千円

建設改良積立金 ２００，０００千円

過年度分損益勘定留保資金 １，８４６，７４３千円
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公共下水道事業の業務状況

（令和２年３月３１日）

１ 事業の概況

令和２年３月３１日現在の公共下水道事業の概況は、次のとおりです。

・水洗化人口 ３０５，３７８人

・一日平均処理水量 １４５，４３３㎥

・年間有収水量 ３２，８５０，０６７㎥

また、下水道施設の整備拡充のため、令和元年度も施設整備を計画的に推進

するとともに、老朽化した施設の更新や改良を実施してまいりました。

令和元年度に実施した建設改良事業の主な内容は、次のとおりです。

（１）下水道整備の状況

（２）汚水管きょ整備事業

汚水管きょ築造工事 １，３４８ｍ

（３）汚水管きょ改良事業

汚水管きょの更新工事等 １，６２６ｍ

その他の主な業務の執行状況につきましては、公共下水道の新規接続件数は

上半期６６６件、下半期８１６件、合計１，４８２件となりました。

また、下水道管きょの適切な維持に必要な清掃（定期清掃及び緊急に必要に

なった清掃）を上半期１７，２７０ｍ、下半期２２，２４７ｍ、合計

３９，５１７ｍ実施いたしました。

２ 経理の状況（単位は千円、△は減、千円未満は四捨五入）

収益的収入支出につきましては、下水道事業収益の予算額６，３９６，３９６

千円に対して、６，３０２，６７４千円の収入があり、下水道事業費用の予算

額６，２９２，５５９千円に対して、６，２２６，５６２千円の支出があり、

収入支出差引７６，１１２千円となりましたが、消費税及び地方消費税抜きの

損益ベースでは、１５，４４３千円の純利益を計上しました。

資本的収入支出につきましては、資本的収入の予算額８７６，１９４千円に

整備人口(人) 普及率(％) 現在整備面積(ｈａ) 整備率(％) 整備管きょ延長(km)
311,413 86.5 市街化区域 3,225 99.0 943.3

調整区域 901 29.0
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対して、６４９，９３１千円の収入があり、資本的支出の予算額

２，８６７，５７４千円に対して、２，２１３，７３０千円の支出があり、収

入支出の差引１，５６３，８００千円の不足を生じましたが、この不足額は、

過年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

なお、令和元年度の予算の執行状況は、次のとおりです。

※千円未満を四捨五入したことにより、差額又は合計額が一致しない場合があります。

（１）収益的収入及び支出

収入

支出

（２）資本的収入及び支出

収入

科 目 予算現額Ａ 執行額Ｂ Ｂ－Ａ 執行率％

営 業 収 益 4,520,800 4,426,280 △94,520 97.9
営業外収益 1,856,734 1,856,067 △667 100.0
特 別 利 益 18,862 20,328 1,466 107.8
計 6,396,396 6,302,674 △93,722 98.5

科 目 予算現額Ａ 執行額Ｂ 翌年度繰越額Ｃ 不用額Ａ－Ｂ－Ｃ 執行率％

営 業 費 用 5,837,922 5,778,585 0 59,337 99.0
営業外費用 429,626 428,403 0 1,223 99.7
特 別 損 失 22,511 19,574 0 2,937 87.0
予 備 費 2,500 0 0 2,500 0.0

計 6,292,559 6,226,562 0 65,997 99.0

科 目 予算現額Ａ 執行額Ｂ Ｂ－Ａ 執行率％

企 業 債 516,400 339,100 △177,300 65.7
国 庫 補 助 金 62,000 4,250 △57,750 6.9
工 事 負 担 金 10 0 △10 0.0
受 益 者 負 担 金 30,600 26,418 △4,182 86.3
分 担 金 6,900 19,764 12,864 286.4
他 会 計 負 担 金 66,146 66,260 114 100.2
他 会 計 補 助 金 194,138 194,138 0 100.0

計 876,194 649,931 △226,263 74.2
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支出

３ 企業債の概況（単位は千円、千円未満は四捨五入）

※千円未満を四捨五入したことにより、差額又は合計額が一致しない場合があります。

４ 令和２年度の経営方針及び予算の概要

公共下水道事業は受益者負担の原則に基づき経営を行っております。また、

雨水施設の整備及び維持管理については、公費（一般会計からの繰入金）によ

り実施されています。

下水道施設については、下水道法により点検の方法や頻度を事業計画に記載

するものとされており、適切な維持管理が求められていることから、老朽化の

進んだ施設の点検や維持管理、更新を進めてまいります。また、不明水対策を

推進し、有収率の向上を図ります。このほか、未整備地区での汚水施設の整備

や、雨水対策のための施設整備を実施します。

なお、令和２年度の主な事業と予算額は、次のとおりです。

（１）汚水管きょ改良事業 ５０９，２７４千円

（２）流域下水道整備事業負担金 ４５７，８３９千円

（３）汚水管きょ整備事業 ４４４，０６９千円

（４）新宿町二丁目下水道管路施設更生事業 ２４２，８２８千円

（５）岸町一丁目下水道管路施設更生事業 １９１，４００千円

科 目 予算現額Ａ 執行額Ｂ 翌年度繰越額Ｃ 不用額Ａ－Ｂ－Ｃ 執行率％

建設改良費 1,669,356 1,020,362 523,112 125,883 61.1
企業債償還金 1,193,372 1,193,369 0 3 100.0
予 備 費 4,846 0 0 4,846 0.0
計 2,867,574 2,213,730 523,112 130,732 77.2

種 別 前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

企 業 債 16,970,807 339,100 1,193,369 16,116,538
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令和２年度の公共下水道事業会計予算の概要は、次のとおりです。

（１）収益的収入及び支出

収 入

第１款 下水道事業収益 ６，６１６，７５２千円

第１項 営業収益 ４，６４９，４５０千円

第２項 営業外収益 １，８５０，４９９千円

第３項 特別利益 １１６，８０３千円

支 出

第１款 下水道事業費用 ６，４０７，３６２千円

第１項 営業費用 ５，９９５，３７２千円

第２項 営業外費用 ３５９，０３１千円

第３項 特別損失 ４７，９５９千円

第４項 予備費 ５，０００千円

（２）資本的収入及び支出

収 入

第１款 資本的収入 ８６９，８０７千円

第１項 企業債 ６００，０００千円

第２項 国庫補助金 ６５，０００千円

第３項 受益者負担金 ３３，３００千円

第４項 分担金 ９，３００千円

第５項 他会計負担金 ６９，９５９千円

第６項 他会計補助金 ９２，２４７千円

第７項 固定資産売却代金 １千円

支 出

第１款 資本的支出 ３，３９１，９６４千円

第１項 建設改良費 ２，２００，１０３千円

第２項 企業債償還金 １，１８６，８６１千円

第３項 予備費 ５，０００千円

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 ２，５２２，１５７千円

不足する額を補填する財源の内訳

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 １５９，７４１千円

過年度分損益勘定留保資金 ２，３６２，４１６千円
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